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〇掲載項目（事例２） ※本事例は二つの単元からなる「内容のまとまり」を通して評価を行っています。

１ 単元の目標

２ 単元の評価規準

３ 指導と評価の計画

４ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価について（事例における評価規準、評価場面例）

①「主体的に問題解決しようとする態度」

②「より良い社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度」

「指導と評価の一体化」のための
学習評価に関する参考資料（小学校 社会）の活用ガイド

〇活用ガイドのポイント
・観点別学習状況評価の進め方を詳しく解説
・事例における学習指導と学習評価の繋がりを詳しく解説
・内容のまとまりや単元全体を見通した評価の例を詳しく解説
・「主体的に学習に取り組む態度」の評価場面例について解説

掲載事例以外の単元でも、本ガイド
に掲載されたポイントを参考に、日々
の学習指導と評価の充実に向けた
授業改善に努めましょう！

本ガイドは国立教育政策研究所の参考資料をもとに、先生方が授業を行うに当たり検討する、指導と評価の計画立案の
参考となるよう、神奈川県教育委員会・市町村教育委員会の指導主事の協働で作成したものです。



「指導と評価の一体化」のための
学習評価に関する参考資料

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 P52～61

社会科 事例２
キーワード 「内容のまとまり」ごとに長期的な視点で行う評価/「主体的に学習に取り組む態度」の評価

単元名
単元１「火災から人々の安全を守る」
単元２「事故や事件から人々の安全を守る」

内容のまとまり
第３学年
内容(3)「地域の安全を守る働き」

１ 指導と評価の計画

火災から地域の安全を守る働きについて，消防署などの施設・設備などの配置，緊急時へ
の備えや対応などに着目して，見学・調査したり地図などの資料で調べたりしてまとめ，消防
署などの関係諸機関や地域の人々の相互の関連や従事する人々の働きを考え，表現するこ
とを通して，消防署などの関係機関は，地域の安全を守るために，相互に連携して緊急時に
対処する体制をとっていることや，関係機関が地域の人々と協力して火災の防止に努めてい
ることを理解できるようにするとともに，主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を
養う。

P52

（１）単元１「火災から人々の安全を守る」の計画（７時間）

①単元の目標

小学校 社会科 事例を通した評価の具体例



P52
②単元の評価規準

○観点ごとの評価規準を作成する際は、学習指導要領に示す「２ 内容」の各観点に関わる事項に示された記述を当て
はめ、語尾を「…すること」から「…している」とします。
※「主体的に学習に取り組む態度」については，学習指導要領に示す「２ 内容」に「学びに向かう力，人間性等」に関わ
る事項が示されていないことから，学年目標や観点の趣旨を基に評価規準を設定します。

※語尾は「…しようとしてい
る」とします。



時間 ねらい・学習活動 評価規準（評価方法）

1
地域の安全なくらしを守る働きについ
て、学習問題を作ることができるように
する。

○ノートの記述や発言の内容から「地域の安全を守るための関係機関や人々、その働きに着
目して、問いを見いだしているか」を評価する【思①】

2

火事から地域の安全を守るための働きに
ついて単元の学習問題をつくり、学習計
画を立てることができるようにする。

○ノートの記述や発言の内容から「火災の際に安全を真持つための関係機関や人々の働きに
着目して、問いを見いだしているか」を評価する【思①】
○活動の様子やノートの記述から「火災から地域の安全を守る働きについて、予想や学習鋭
角を立て、解決の見通しをもっているか」を評価する。【態①】

3
消防署の人たちがどのような働きをして
いるか理解できるようにする。

○見学カードやノートの記述内容から「緊急時への備えや対応などについて、消防署を見
学・調査し、必要な情報を集め、読み取り、消防署は緊急時に対処する体制を取っている。
【知①】

4
火事が起きたときの関係機関の働きを理
解できるようにする。

○ノートの記述内容や発言内容から「緊急時への対応などについて、通信指令室の働きを基
に必要な情報を集め、読み取り、関係機関は火災の時、緊急時に対処する体制をとっている
ことを理解する【知①】

5
身近な消防施設の働きについて理解でき
るようにする。

○ノートの記述内容や発言内容から「消防施設・消防整備などの配置などについて。地域の
消防施設の分布や働きをもとに必要な情報を集め、読み取り、関係機関が地域の人々と協力
して火災などの防止に努めていることを理解しているか」を評価する。【知①】

6
火災発生時や、火災予防のための関係機
関と地域の人々の諸活動について考える
ことができるようにする。

○ノートの記述内容や発言内容から「地域の消火・防火についての取り組みを調べ、関係機
関や地域の人々の諸活動について考え表現しているか」を評価する【思①】

7

火事から安全を守る人々の働きについて
まとめることができるようにする。

○ノートや関係図の記述内容から「消防署などの関係機関は、地域の安全を守るために、相
互に連携して緊急時に対処する体制をとっていることや、関係機関が地域の人々と協力して
火災の防止に努めていることを理解しているか」と評価する【知②】
○ノートや関係図の記述内容から「連携・協力している関係機関の働きを比較・分類した
り、関連付けたりして関係機関の相互の関連を考えたり、関係機関に従事する人々の活動と
地域の人々の生活を関連付けて、従事する人々の働きを考えたりして表現しているか」を評
価する【思②】

P52-53
③指導と評価の計画（全７時間）

学習問題をつかむ

学習問題を追究する

まとめる

学習問題をつかむ場面で，その後の指導に生かすために「予想や学習計
画を立て，解決の見通しをもっているか」を評価しています。

この単元では評価したこと
を記録に残す場面はここ！
（「知識・技能」と「思考・
判断・表現」のみ）

※網掛けは，評価したことを記録に残す場面



事故や事件から地域の安全を守る働きについて，警察署などの施設・設備などの配置，緊急時への備えや対応などに着目して，見
学・調査したり地図などの資料で調べたりしてまとめ，警察署などの関係諸機関や地域の人々の相互の関連や従事する人々の働きを
考え，表現することを通して，警察署などの関係機関は，地域の安全を守るために，相互に連携して緊急時に対処する体制をとってい
ることや，関係機関が地域の人々と協力して事故や事件の防止に努めていることを理解できるようにするとともに，主体的に学習問題
を追究・解決し，学習したことを基に地域の安全を守るために地域社会の一員として自分たちができることを考えようとする態度を養う。

P54

（２）単元２「事故や事件から人々の安全を守る」の計画（８時間）

①単元の目標

②単元の評価規準

学習指導要領では，「３ 内容の
取扱い(３)ア」で「『緊急時に対
処する体制をとっていること』と
『防止に努めていること』につい
ては，火災と事故はいずれも取り
上げること。その際，どちらかに重
点を置くなど効果的な指導を工
夫すること」とあります。

⇒この事例では，調べる段階で
は「緊急時に対処する体制をとっ
ていること」については消防に，
「防止に努めていること」につい
ては警察に重点を置いています。



時間 ねらい・学習活動 評価規準（評価方法）

1

火災の学習を振り返り、事故や事件から
地域の安全を守るための働きについて学
習問題を作り、学習計画を立てることが
できるようにする。

○ノートの記述や発言内容から「安全を守るための関係機関や人々、その働きに着目して、
問いを見いだしているか」を評価する。【思①】
○発言の内容やノートの記述から「単元１の追究の過程を振り返り、予想や学習計画を立
て、解決の見通しをもっているか」を評価する。【態①】

2
警察がどのような仕事をしているか理解
できるようにする。

○見学カードやノートの記述内容から「警察署を見学・調査したり地図などの資料で調べた
りして、必要な情報を集め、読み取り、警察の諸活動を理解しているか」を評価する。【知
①】

3
事故が起きた時の関係機関の働きを理解
できるようにする

○見学カードやノートの記述内容から「通信指令室の働きを基に必要な情報を集め、読み取
り関係機関は事故の際、緊急時に対処する体制をとっていることを理解しているか」を評価
する。【知①】

4
地域の安全を守る施設や活動について理
解できるようにする。

○見学カードやノートの記述内容から「安全を守るための施設・設備について、必要な情報
を集め、読み取り、関係機関や地域の人々は事故や事件を防止する体制をとっていることを
理解しているか」を評価する。【知①】

5
地域の安全を守るための関係機関や地域
の人々の諸活動について考えることがで
きるようにする。

○見学カードやノートの記述内容から「地域の事故や事件を防止する取り組みを調べ、関係
機関や地域の人々の諸活動について考え表現しているか」を評価する。【思①】

6

事故や事件から安全を守る人々の働きに
ついてまとめることができるようにする

○ノートの記述内容から「「調べたことを白地図や図表、文などにまとめ、警察署などの関
係機関は、地域の安全を守るために、相互に連携して緊急時に対処する体制をとっているこ
とや、関係機関が地域の人々と協力して事故や事件などの防止に努めていることを理解して
いるか」を評価する。【知②】

7

消防と警察を比べ、安全を守る仕事に就
いてまとめることができるようにすると
共に、二つの単元の学習を振り返り、さ
らに調べるべきことを見いだすことがで
きるようにする。

○発言の内容やノートの記述内容から「消防と警察のそれぞれの関係機関の働きを比較・分
類したりして、関係機関の相互の関連を考えたり、関係機関に従事する人々の活動と地域の
人々の生活を関連付けてまちの安全を守る仕事に従事する人々に共通する働きを考えたりし
て表現しているか」を評価する。【思②】
○発言内容やノートの記述内容から「これまでの学習を振り返り、さらに調べるべきことを
見いだし、見通しをもって追究しようとしてるか」を評価する。【態①】

8

地域の安全を守るために、自分たちがで
きることを考えようとする態度を養う。

○発言内容やノートの記述内容から「連携・協力している県警機関の働きを比較・分類した
り、関連付けたりして学習したことを基に地域や自分自身を守るためにできるとこを考えた
り洗濯・判断したりして表現しているか」を評価する。【思②】
○安全宣言の記述内容から「学習したことを基に完全を守るためにできることを考えようと
しているか」を評価する。【態②】

③指導と評価の計画（全８時間）
P54-55

学習問題をつかむ

学習問題を追究する

まとめる

単元１（消防）の学習を振り返り，それを踏まえて学習問題について予想を
もったり学習計画を立てたりする姿を評価します。（記録に残す評価）

※網掛けは，評価したことを記録に残す場面

単元２の終末では，二つの単元を関
連付けながら，法やきまりの大切さや
地域の安全を守る諸活動を振り返り，
地域の安全のために自分たちに何が
できるかを考えようとしているかを評
価しています。（記録に残す評価）



P58
「主体的に学習に取り組む態度」の評価について

学習問題について予想や学習計画を立て，学習を振り返っ
たり見直したりして学習問題を追究し，解決しようとしている
態度を評価する。学習問題の解決に粘り強く取り組む側面
や自らの学習を調整する側面を評価する。

① 主体的に問題解決しようとする態度

学習したことを基によりよい社会の実現のために自分たち
ができることを考えたり選択・判断したりしようとする態度を
評価する。

② より良い社会を考え学習したことを
社会生活に生かそうとする態度

本事例における「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準

単元２ ①については単元１の学習
を振り返り，それを踏まえて学
習問題について予想をもった
り学習計画を立てたりする姿
を評価します。
また，②については二つの
単元を関連付けながら，地域
の安全のために自分たちに
何ができるかを考えようとし
ているかを評価します。



主体的に問題解決しようとする態度の評価場面例①（単元１の2/7時間目）
P59

児童にどのような姿が見られたら「お
おむね満足できる」状況（B）と判断で
きるかを，教員があらかじめイメージし
ておく必要があります。

「努力を要する」状況（C）」と判断される児童に対しての手立て
も考えておく必要があります。

児童が身近な体験などを基にしながら考えられるような発問をしたり，「地域で
働く人の学習ではどのように調べたかな」といった声かけをすることで，前の単元
での学習を振り返り、見通しをもつきっかけとすることも考えられます。

予
想

学
習
計
画
や
見
通
し



P59

単元１と同様，「おおむ
ね満足できる」状況
（Ｂ）の児童の姿や，
「努力を要する」状況
（Ｃ）と判断される児童
への手立てを考えます。

主体的に問題解決しようとする態度の評価場面例②（単元２の1/8時間目）

前
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P60
主体的に問題解決しようとする態度の評価場面例③（単元２の7/8時間目）

「学習を振り返ったり見直したりして」については，特定の型に沿った
学習の進め方を一律に指導することを求めているものではないことや，
知識・技能や思考・判断・表現の観点が十分満足できるものであれ
ば，個々の学習の進め方を認め，そのまま学習を進められるようにす
ることに留意しましょう。
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P60

よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度の評価場面例
（単元２の8/8時間目）

「よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそう
とする態度」の評価は，すべての単元において指導と評価
の計画に位置付けるのではなく，学習指導要領の「内容
の取扱い」に「社会への関わり方を選択・判断する」，「多
角的に考える」ことが示されている内容に関連する単元
で設定することが考えられます。（次ページ参照）

指導・評価をする際には，児童に拙速な社会参画を促すこと，
学習したことを根拠にしない独りよがりな考えをもつことを
求めるものではないことに留意しましょう。

・書くことが苦手な児童には，「火事の時はどのように調べた？」など，対話の中で振り返りを促しましょう。
・「疑問に思ったことは？」「もっと深く知りたいと思ったことは？」など，児童の状況に応じて声かけの仕方を工夫しましょう。
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P61
よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度の評価場面

「よりよい社会を考え学習したことを
社会生活に生かそうとする態度」の
評価場面は，表のとおり，学習指導
要領の「内容の取扱い」に「社会へ
の関わり方を選択・判断する」，「多
角的に考える」ことが示されている
内容に関連する単元で設定すること
が考えられます。

【多様な評価方法で見取る】
評価においては，ノートの記述内
容やレポート，授業中の発言，教
師による行動観察や児童による
自己評価や相互評価等の状況な
ど，多様な評価方法をとることが
大切です。
また，主体的に学習に取り組む
態度と知識・技能の習得，思考・
判断・表現のつながりを意識し，
他の観点の学習状況と照らし合
わせながら，児童の問題解決への
主体的な関わりを評価し，指導改
善を図ることが重要です。


